
産
業
発
展
と
省
エ
ネ
を
サ
ポ
ー
ト

熱
損
失
の
低
減
に
貢
献

省
エ
ネ
診
断
シ
ス
テ
ム
を
提
供

亀
津
克
己
社
長
に
聞
く

研
究
所
に
水
素
実
験
棟
建
設

Ｌ
Ｈ
２

対
応
製
品
の
開
発
加
速

断
熱
材
メ
ー
カ
ー
の
ニ
チ
ア
ス
は
４
月
に
創
業
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
や
火
力
発
電
所
、
石

油
精
製
・
石
油
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
施
設
や
設
備
に
断
熱
技
術
を
提
供
し
、
日
本
の
産

業
を
支
え
て
き
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
に
向
け
た
世
界
的
な
動
き
が
加
速
す
る
中
、
そ
の
技

術
力
は
さ
ら
に
重
要
性
を
増
す
。
省
エ
ネ
診
断
シ
ス
テ
ム
「
Ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｍ
ｏ
ｆ
ｉ
ｔ
（
サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
ト
）」

に
よ
り
、断
熱
材
の
劣
化
箇
所
の
特
定
か
ら
対
策
工
事
ま
で
一
貫
し
て
手
掛
け
、省
エ
ネ
の
推
進
に
寄
与
す
る
。

さ
ら
に
、
液
化
水
素
（
Ｌ
Ｈ
２

）
に
対
応
す
る
新
た
な
断
熱
材
の
開
発
に
も
取
り
組
み
、
水
素
普
及
の
一
翼
を

担
う
。
断
熱
技
術
で
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
の
推
進
を
支
え
る
。

各
社
が
省
エ
ネ
に
注
力
す
る

中
、
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
の
が
各

種
熱
設
備
か
ら
の
熱
ロ
ス
だ
。
設

置
条
件
に
よ
り
、
断
熱
材
（
保
温

材
）
は
経
年
劣
化
し
、
熱
損
失
が

大
き
く
な
る
。
例
え
ば
、
熱
輸
送

配
管
に
保
温
材
が
設
置
さ
れ
て
い

て
も
外
装
材
が
さ
び
て

間
か
ら

雨
水
が
入
り
込
み
、
保
温
材
が
濡

れ
て
断
熱
効
果
が
低
下
す
る
ケ
ー

ス
も
多
い
。
こ
う
し
た
熱
ロ
ス
を

防
い
で
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
を
推
進

す
る
た
め
、
ニ
チ
ア
ス
は
、
省
エ

ネ
診
断
シ
ス
テ
ム
「
サ
ー
モ
フ
ィ

ッ
ト
」
を
提
供
し
て
い
る
。
断
熱

材
メ
ー
カ
ー
で
、
施
工
も
手
掛
け

る
強
み
を
生
か
し
、
診
断
だ
け
で

な
く
、
対
策
工
事
の
提
案
・
実
施

・
効
果
検
証
ま
で
、
ト
ー
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
ト
は
、「
診
断
」

「
提
案
」「
対
策
」
の
三
つ
の
要

素
で
構
成
さ
れ
る
。

熱
ロ
ス
を
可
視
化

「
診
断
」
で
は
、
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
カ
メ
ラ
（
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
）

を
使
い
、
熱
ロ
ス
が
大
き
な
箇
所

�
断
熱
材
や
外
装
材
の
劣
化
箇
所

を
可
視
化
し
、
熱
ロ
ス
量
を
数
値

化
す
る
。
他
と
比
べ
て
異
常
高
温

と
な
っ
て
い
る
箇
所
で
劣
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
劣
化

具
合
と
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た

診
断
実
績
や
デ
ー
タ
な
ど
を
基
に

Ａ
〜
Ｄ
の
四
つ
の
断
熱
性
能
ラ
ン

ク
に
分
け
、
対
策
の
必
要
性
の
目

安
と
し
て
提
示
。
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
は

対
策
を
推
奨
し
て
い
る
。

「
診
断
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
」
と
「
診
断

Ｐ
ｒ
ｏ
」
の
二
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
。
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
で
は
、
サ
ー
モ

カ
メ
ラ
搭
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影

し
て
迅
速
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
お

よ
び
簡
易
的
な
省
エ
ネ
試
算
を
行

う
。
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
実

施
で
き
、
最
短
１
週
間
で
調
査
結

果
が
分
か
る
。
Ｐ
ｒ
ｏ
で
は
、
熱

ロ
ス
箇
所
を
マ
ッ
プ
化
し
て
表
示

す
る
ほ
か
、
対
策
を
施
し
た
場
合

の
省
エ
ネ
効
果
の
試
算
な
ど
、
詳

細
な
熱
計
算
を
行
う
。
さ
ら
に
、

要
望
に
応
じ
て
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
搭

載
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
高
所
の

劣
化
診
断
も
行
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
量
提
示

「
提
案
」
で
は
、
現
状
の
ま
ま

で
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排

出
量
や
熱
ロ
ス
量
、
対
策
を
講
じ

た
場
合
の
そ
れ
ら
の
削
減
量
、
対

策
に
か
か
る
費
用
と
対
策
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
効
果
な
ど
を
、
対
策

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
Ｃ
ま
た
は

Ｄ
判
定
の
箇
所
ご
と
に
一
覧
に
し

て
提
示
す
る
。

対
策
工
事
も
実
施

「
対
策
」
で
は
、「
増
し
保
温

工
法
」
に
よ
り
、
プ
ラ
ン
ト
の
運

転
を
継
続
し
た
ま
ま
保
温
性
能
を

高
め
る
。
低
熱
伝
導
性
、
は
っ
水

性
お
よ
び
水
蒸
気
透
過
性
に
優
れ

た
高
性
能
保
温
材
（
エ
ア
ロ
ジ
ェ

ル
保
温
材
）
を
既
設
外
装
材
の
上

に
重
ね
巻
き
す
る
だ
け
で
高
い
保

温
性
能
を
発
揮
す
る
。
雨
水
な
ど

で
濡
れ
た
既
設
保
温
材
が
温
め
ら

れ
、
水
分
が
蒸
気
に
変
わ
り
、
新

設
外
装
材
の
内
側
で
水
に
な
る
。

エ
ア
ロ
ジ
ェ
ル
保
温
材
は
蒸
気
を

通
す
が
、
は
っ
水
性
能
を
持
つ
。

新
外
装
材
の
水
抜
き
穴
か
ら
排
水

し
、
３
日
ほ
ど
で
保
温
性
能
を
回

復
で
き
る
。

増
し
保
温
工
法
で
対
策
を
行
っ

た
化
学
工
場
で
は
放
散
熱
量
を
７７

％
削
減
で
き
、
１０
年
後
も
継
続
し

て
保
温
性
能
を
維
持
で
き
て
い
る

こ
と
を
確
認
で
き
た
。

年
間
１
０
０
件
ほ
ど
手
掛
け
て

お
り
、
重
化
学
工
業
系
の
工
場
だ

け
で
な
く
、
食
品
工
場
な
ど
で
の

採
用
が
増
え
、
地
域
熱
供
給
プ
ラ

ン
ト
な
ど
で
も
採
用
さ
れ
て
い

る
。
省
エ
ネ
効
果
が
評
価
さ
れ
、

第
８
回
エ
コ
プ
ロ
ア
ワ
ー
ド
（
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
推
進
機
構
主

催
）
の
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

基
幹
産
業
事
業
本
部
プ
ラ
ン
ト

技
術
部
環
境
対
策
課
の
太
田
顕
課

長
は
「
本
部
の
年
間
売
上
高
は
約

８
０
０
億
円
（
２
０
２
５
年
３
月

期
）。
そ
の
柱
と
な
る
よ
う
サ
ー

モ
フ
ィ
ッ
ト
を
成
長
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

―
―
今
年
で
創
業
１
３
０
年
を

迎
え
る
歴
史
あ
る
企
業
。
現
在
は

ど
の
よ
う
な
経
営
方
針
を
と
っ
て

い
る
の
か
。

現
在
の
中
期
経
営
計
画
（
２
０

２
２
〜
２６
年
度
）
で
は
「
し
く
み

・
１
３
０
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

た
。
世
界
中
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
に
向
け
て
変
化

し
、
日
本
の
産
業
構
造
も
大
き
く

変
わ
る
中
、
変
化
に
対
応
す
る

「
し
く
み
」
作
り
に
取
り
組
む
５

年
間
に
し
よ
う
と
定
め
た
。「
し

く
み
」
に
は
、「
し
�
幸
せ
、
く

�
工
夫
、
み
�
未
来
」
の
意
味
が

あ
る
。
幸
せ
を
得
る
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
未
来
を

つ
く
り
、
そ
の
結
果
、
新
た
な
幸

せ
が
生
み
出
さ
れ
る
。
こ
の
「
し

く
み
」
の
サ
イ
ク
ル
を
円
滑
に
進

め
て
い
く
。
世
の
中
が
大
き
く
変

化
し
て
も
、「
断
つ
・
保
つ
」
関

連
の
当
社
の
コ
ア
技
術
が
必
要
と

さ
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

当
社
が
こ
れ
ま
で
１
３
０
年
間
に

培
っ
て
き
た
技
術
を
進
化
さ
せ
な

が
ら
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

―
―
省
エ
ネ
診
断
シ
ス
テ
ム

「
サ
ー
モ
フ
ィ
ッ
ト
」
が
第
８
回

エ
コ
プ
ロ
ア
ワ
ー
ド
の
奨
励
賞
を

受
賞
し
た
。
断
熱
事
業
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
の
強
み
は
何
か
。

火
力
発
電
所
や
石
油
精
製
・
石

油
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
多
く
の

工
場
で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
施
設
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ

ス
を
低
減
し
、
い
か
に
効
率
的
に

運
用
で
き
る
か
が
課
題
と
な
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
省
エ

ネ
。
省
エ
ネ
に
寄
与
す
る
材
料
の

選
定
、
設
計
・
製
作
、
そ
れ
を
用

い
た
工
事
、
施
工
後
の
省
エ
ネ
診

断
、
こ
れ
ら
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

対
応
で
き
る
の
が
当
社
の
強
み
の

一
つ
だ
。
さ
ら
に
１
３
０
年
の
歴

史
の
中
で
多
く
の
お
客
さ
ま
と
深

い
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
多
く
の

現
場
を
受
け
持
っ
て
き
た
こ
と
も

大
き
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
お
客
さ

ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
を
熟
知
で

き
、
省
エ
ネ
に
関
す
る
困
り
ご
と

・
課
題
に
対
し
て
付
加
価
値
の
高

い
解
決
策
の
提
案
の
実
現
に
つ
な

げ
ら
れ
て
い
る
。

―
―
ガ
ス
業
界
に
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
黎
明
期
か
ら
極
低
温

の
断
熱
材
の
開
発
・
施
工
を
手
掛

け
て
き
た
。
Ｃ
Ｎ
に
向
け
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
多
様
化
が
進
め
ら
れ
、

発
電
用
や
工
業
用
な
ど
、
活
用
の

場
面
の
広
が
り
が
見
込
ま
れ
る
。

私
た
ち
が
今
後
特
に
期
待
し
て
い

る
の
は
水
素
の
活
用
。
マ
イ
ナ
ス

２
５
３
度
の
液
化
水
素
が
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
さ
れ
る

時
に
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
新
た

な
断
熱
材
や
施
工
方
法
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
れ
を
見
据
え
た
開
発
に

着
手
し
て
い
る
。
液
化
水
素
対
応

の
高
性
能
の
断
熱
材
を
開
発
し
、

施
工
方
法
を
確
立
で
き
れ
ば
、
既

存
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
関
連
設
備
に
関
す
る

省
エ
ネ
改
善
の
提
案
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
ガ
ス
業
界
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。
未

来
の
水
素
利
活
用
に
向
け
て
、
と

も
に
新
た
な
断
熱
材
や
工
法
を
開

発
し
て
い
き
た
い
。

―
―
Ｃ
Ｎ
社
会
実
現
に
向
け
た

今
後
の
事
業
展
開
は
。

「
断
つ
・
保
つ
」
関
連
の
当
社

の
コ
ア
技
術
を
生
か
し
て
省
エ

ネ
、
脱
炭
素
に
貢
献
し
て
い
く
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
水
素

関
係
。
液
化
水
素
の
熱
伝
導
率
測

定
装
置
を
開
発
し
、
浜
松
研
究
所

（
浜
松
市
）
で
３
月
か
ら
運
用
開

始
す
る
。
極
低
温
で
の
物
性
を
評

価
し
、
新
た
な
断
熱
材
、
そ
の
施

工
方
法
を
開
発
す
る
ほ
か
、
当
社

製
品
の
優
位
性
を
具
体
的
に
数
値

で
示
せ
る
よ
う
に
す
る
。
当
社
が

開
発
し
た
極
低
温
領
域
で
の
測
定

方
法
が
将
来
、
世
界
的
な
標
準
に

な
る
こ
と
は
一
つ
の
社
会
貢
献
に

な
る
。

ニ
チ
ア
ス
は
、浜
松
研
究
所（
浜

松
市
）
に
Ｌ
Ｈ
２

関
連
製
品
の
開

発
拠
点
と
な
る
水
素
実
験
棟
を
建

設
し
、
３
月
か
ら
本
格
的
に
運
用

を
開
始
す
る
。

海
外
か
ら
安
価
な
水
素
を
大
量

に
調
達
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て

Ｌ
Ｈ
２

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

マ
イ
ナ
ス
２
５
３
度
の
Ｌ
Ｈ
２

を

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
活
用
す
る

た
め
に
は
機
器
や
周
辺
部
材
に
も

様
々
な
技
術
課
題
が
あ
る
。
同
社

は
こ
れ
ま
で
、
幅
広
い
産
業
分
野

に
断
熱
材
や
シ
ー
ル
材
を
提
供

し
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
向
け
製
品
も
提
供
し

て
き
た
。
将
来
の
水
素
社
会
を
見

据
え
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
関
連
製
品
の
開
発

で
培
っ
た
技
術
と
知
見
を
生
か

し
、
Ｌ
Ｈ
２

対
応
製
品
の
開
発
に

力
を
入
れ
る
。

国
内
で
は
製
品
開
発
の
た
め
に

Ｌ
Ｈ
２

を
使
っ
た
試
験
を
行
え
る

環
境
は
不
十
分
で
あ
る
ほ
か
、
シ

ー
ル
材
や
断
熱
材
な
ど
、
金
属
材

料
以
外
を
対
象
と
し
た
Ｌ
Ｈ
２

温

度
に
お
け
る
材
料
の
基
礎
物
性
を

評
価
す
る
装
置
が
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
同
社
は
、
Ｌ
Ｈ
２

の
実
液
を

使
っ
た
試
験
を
行
え
る
水
素
実
験

棟
を
建
設
し
た
。Ｌ
Ｈ
２

だ
け
で
な

く
、
液
化
窒
素
（
マ
イ
ナ
ス
１
９

６
度
）、
水
素
ガ
ス
、
窒
素
ガ
ス

の
供
給
も
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
低

温
実
験
が
で
き
る
施
設
と
し
た
。

ま
た
、
熱
伝
導
率
測
定
装
置
や

強
度
試
験
機
を
自
社
開
発
し
、
熱

膨
張
率
測
定
装
置
も
導
入
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
２
５
３
度
下
で
の
諸
物

性
を
確
認
し
、
Ｌ
Ｈ
２

対
応
の
製

品
や
施
工
方
法
の
開
発
を
加
速
さ

せ
る
。
基
本
物
性
か
ら
Ｌ
Ｈ
２

を

用
い
た
性
能
評
価
ま
で
行
え
る
研

究
所
に
な
る
と
し
て
い
る
。

基
幹
産
業
事
業
本
部
の
高
野
純

一
郎
技
術
統
括
部
長
は
「
２
０
３

０
年
代
前
半
か
ら
Ｌ
Ｈ
２

サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
向
け
商
用
設
備
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
を
見
据
え
、
製
品

と
施
工
方
法
の
開
発
に
取
り
組

む
。Ｌ
Ｈ
２

の
輸
送
船
や
貯
蔵
タ
ン

ク
、
供
給
配
管
な
ど
、
水
素
供
給

関
連
設
備
へ
の
導
入
を
視
野
に
入

れ
る
。
こ
こ
で
開
発
し
た
極
低
温

対
応
技
術
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
設
備
な
ど
に

も
応
用
で
き
、
既
存
の
省
エ
ネ
提

案
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
」
と
語
る
。

ま
た
、
浜
松
研
究
所
の
塚
原
啓

二
所
長
は
「
Ｃ
Ｎ
に
向
け
て
水
素

の
活
用
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
Ｌ

Ｈ
２

対
応
の
断
熱
材
や
シ
ー
ル
材

な
ど
の
開
発
を
進
め
、
国
内
で
の

水
素
の
普
及
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

断熱技術でＣＮ化推進

高性能保温材を重ね巻きする「増し保温
工法」

増
し
保
温
に
よ
っ
て
見
込
ま
れ
る

効
果
を
提
示
す
る

�

水素実験棟、液化水素タンク、液化窒素タンク
などを整備した

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
、
他
よ
り
異
常
高
温
の
箇
所
�

劣
化
箇
所
を
可
視
化
す
る

独
自
開
発
し
た
熱
伝
導
率
測
定
装

置
も
設
置

「
断
つ
・
保
つ
」技
術
を
進
化

省
エ
ネ
・
水
素
利
用
の
推
進
貢
献

（毎週月曜日発行・週刊）（第三種郵便物認可）ガ ス エ ネ ル ギ ー 新 聞日1月1（令和8年）年202615


